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巻
頭
エ
ッ
セ
イ

日
本
漢
詩
文
と
い
う
分
野
に
は
先
行
研
究
が
少
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
後

半
、
日
本
近
世
文
学
会
に
は
日
野
龍
夫
、
徳
田
武
、
揖
斐
高
の
三
氏
が
お
ら

れ
て
、
陸
続
と
論
文
著
書
を
発
表
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
、『
徂
徠
学
派
』（
筑

摩
書
房
）、『
江
戸
詩
人
傳
』（
ぺ
り
か
ん
社
）、『
江
戸
詩
歌
論
』（
汲
古
書
院
）

の
「
三
冊
」
を
挙
げ
て
、
三
氏
へ
の
学
恩
を
記
し
て
責
め
を
塞
ぐ
こ
と
は
、

旧
稿
の
蒸
し
返
し
に
な
る
の
で
避
け
る
。

先
行
研
究
が
少
な
い
と
い
う
観
察
は
、
実
作
と
研
究
と
を
二
分
す
る
故
の

不
明
察
で
、
鈴
木
豹
軒
氏
、
今
関
天
彭
氏
、
吉
川
善
之
氏
と
、
各
詩
体
に
亘
っ

て
、
量
質
と
も
に
驚
異
的
な
漢
詩
文
を
遺
し
た
人
が
二
十
世
紀
後
半
ま
で
跡

を
絶
た
ず
、
個
々
の
作
品
の
典
故
や
語
彙
、
修
辞
に
は
各
人
の
積
年
の
研
究

成
果
が
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
を
筆
者
が
洞
察
出
来
な
か
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
。
押

韻
平
仄
や
独
得
の
修
辞
法
に
習
熟
す
る
必
要
の
あ
る
漢
詩
文
は
、
小
説
、
和

歌
、
連
歌
、
俳
諧
に
も
増
し
て
実
作
と
研
究
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
痛
感
さ
せ
る
名
著
が
、
木
下
彪
『
国
分
青
厓
と
明
治
大
正
昭
和

の
漢
詩
界
』（
二
〇
一
九
、
研
文
出
版
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
漢
詩
の
専
著

だ
が
、
近
世
後
期
か
ら
の
日
本
漢
詩
の
集
大
成
が
明
治
漢
詩
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
示
す
る
。
本
書
の
美
質
は
、
国
分
青
厓
門
下
の
著
者
が
、
師
の
宿
敵
で

あ
っ
た
森
槐
南
の
力
量
を
高
く
評
価
す
る
叙
述
に
富
む
点
で
あ
る
。
本
書
の

自
在
な
構
成
の
中
に
は
、
貴
重
な
逸
事
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
が
、
就
中
、
戦

後
間
も
な
く
、
徳
島
の
鳴
門
の
旧
家
が
蔵
す
る
伊
藤
聴
秋
の
「
鳴
門
観
濤
」

七
絶
の
草
書
の
書
軸
を
、
著
者
が
訓
読
解
説
す
る
と
、
学
藝
員
か
ら
多
年
に

亘
っ
て
誰
も
読
め
な
か
っ
た
と
感
謝
さ
れ
た
場
面
（
二
十
一
回
）
と
、
著
者

が
若
き
日
の
吉
川
幸
次
郎
氏
と
次
韻
の
唱
和
詩
を
応
酬
す
る
條
（
四
十
八

回
、
四
十
九
回
、
五
十
回
、
五
十
八
回
、
五
十
九
回
、
六
十
回
）
と
が
印
象

深
い
。

吉
川
氏
が
、
狩
野
君
山
氏
や
鈴
木
豹
軒
氏
か
ら
作
詩
作
文
を
鍛
え
ら
れ
て

い
た
折
、
木
下
氏
が
寄
せ
た
漢
詩
に
、
吉
川
氏
が
応
答
し
え
ぬ
こ
と
を
恥
じ

入
っ
て
「
赧
然
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
、
木
下
氏
は
「
純
情
愛
す
べ
き
人
柄
」

と
評
す
。
そ
の
吉
川
氏
が
八
十
年
近
く
前
に
草
し
た
文
章
、
書
評
「
長
澤
規

矩
也
氏
『
支
那
文
学
史
研
究
法
私
説
』」（
一
九
三
九
・
八
「
東
方
学
報
京

都
」、
一
九
六
八
『
全
集
』
第
一
巻
）
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

長
澤
氏
は
当
該
書
の
中
で
、
研
究
対
象
た
る
べ
き
条
件
に
「
美
的
内
容
文

辞
」
の
有
無
を
挙
げ
た
。「
韻
文
」
は
、
文
学
に
入
れ
、「
散
文
」
で
は
小
説

や
戯
曲
、「
駢
文
」「
辞
賦
」
を
も
「
文
学
」
だ
と
し
た
。
た
だ
し
、
長
澤
氏

は
「
左
国
史
漢
、
孟
子
、
荘
子
」「
唐
宋
八
大
家
文
」「
桐
城
派
の
古
文
」
な

ど
の
「
古
文
」
や
「
擬
古
文
」
を
文
学
と
す
る
に
は
躊
躇
し
、「
ど
こ
の
国

池
澤
　
一
郎

こ
の
三
冊
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に
、
物
語
風
な
ら
ぬ
史
書
や
政
治
的
議
論
文
をliterature

に
入
れ
る
所
が

あ
ら
う
。
私
は
、
殊
に
、
擬
古
文
は
い
れ
た
く
な
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
吉
川
氏
は
ま
ず
「
美
的
内
容
文
辞
」
の
「
美
」
に
つ
い
て
、

長
澤
氏
が
「
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
美
し
い
と
感
じ
る
こ
と
」
に
限
定
し
が
ち

で
あ
っ
て
、「
過
去
の
あ
る
時
代
の
支
那
人
が
美
し
い
と
感
じ
た
こ
と
」
を
除

外
す
る
点
を
批
判
す
る
。
そ
れ
で
は
「
わ
れ
わ
れ
の
手
近
な
鑑
賞
に
堪
え
る

も
の
を
、
支
那
文
学
の
中
か
ら
選
び
出
す
こ
と
に
は
な
つ
て
も
、
支
那
の
文

学
、
文
化
事
象
と
し
て
の
文
学
を
、
歴
史
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
国
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
決
し
て
歴
史
的
視
野
や
古
典
尊

重
の
精
神
を
閑
却
で
き
ぬ
こ
と
を
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
長
澤
氏
が
欧
米
のliterature
の
定
義
に
依
拠
し
て
、
散
文
で
は

小
説
と
戯
曲
と
の
み
を
、
文
学
の
王
座
を
占
め
る
も
の
と
す
る
立
場
に
固
執

し
て
「
物
語
り
風
な
ら
ぬ
史
書
や
政
治
的
議
論
文
」
を
文
学
か
ら
除
外
す
る

こ
と
を
吉
川
氏
は
批
判
す
る
。
曰
く
、「「
物
語
り
風
な
ら
ぬ
史
書
」
も
「
政

治
的
議
論
文
」
も
、
そ
の
「
文
辞
」
が
「
美
的
」
で
あ
る
限
り
、
風
花
雪
月

の
文
章
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
逆
に
ま
た
風
花
雪
月
の
文
章
は
、「
物
語
り
風
な
ら
ぬ
史
書
」
や
「
政
治

的
議
論
文
」
と
一
連
の
も
の
な
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
存
在
し
て
い
る
」、

と
。
中
国
で
は
史
書
に
も
詩
歌
の
引
用
が
あ
り
、
戯
曲
で
は
詩
詞
が
セ
リ
フ

に
代
わ
る
の
が
常
だ
し
、
三
言
二
拍
等
の
白
話
小
説
に
お
い
て
も
、
詩
詞
が

重
要
な
機
能
を
果
た
す
。
文
学
を
史
書
、
政
治
的
議
論
文
と
峻
別
し
、
韻
文

と
散
文
と
を
区
分
し
て
、
散
文
を
上
位
に
置
く
の
は
、
欧
米
的
文
学
観
に
由

来
す
る
も
の
で
、
中
国
文
学
の
十
全
な
把
握
を
妨
げ
る
。

こ
こ
で
想
起
す
る
の
は
、
吉
川
氏
が
そ
の
師
狩
野
君
山
を
回
想
す
る
際
に

よ
く
紹
介
し
た
「
詩
文
を
作
る
に
は
日
本
人
の
詩
文
を
見
て
ゐ
て
は
ダ
メ

だ
」
と
い
う
提
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
漢
詩
文
を
亜
流
と
し
て
一
括
し
て

退
け
る
も
の
で
は
な
い
。
小
島
祐
馬
「
狩
野
先
生
の
學
風
」（『
当
方
學
報　

京
都
第
十
六
冊
』
一
九
四
八
・
九
）
に
は
、
右
の
言
辞
に
続
け
て
「
日
本
で

は
文
人
は
經
學
な
ど
い
ら
ぬ
も
の
と
し
て
居
る
。
な
る
ほ
ど
經
學
は
や
ら
ず

と
も
才
さ
へ
あ
ら
ば
、
一
寸
詩
文
は
出
來
る
が
、
そ
れ
で
は
根
柢
が
無
く
輕

い
、
し
つ
か
り
し
た
も
の
は
出
來
な
い
。」
と
い
う
君
山
の
語
を
引
く
。
君
山

の
提
言
は
、
中
国
の
学
問
は
、
い
ず
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
専
攻
す
る
場
合
で
も
、

「
経
子
史
集
」
を
貫
く
「
学
際
的
」
研
究
姿
勢
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
教
え

る
。
つ
ま
り
、
政
治
学
（
経
）、
思
想
哲
学
（
子
）、
歴
史
学
（
史
）、
文
学

（
集
）
の
、
い
わ
ゆ
る
人
文
科
学
を
個
別
に
攻お
さ

め
る
に
際
し
て
は
、
排
他
的
に

狭
い
専
門
領
域
の
み
を
掘
り
下
げ
る
だ
け
で
充
足
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

君
山
は
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。
君
山
の
真
意
は
、
経
学
の
根
柢
の
あ
る
日
本

の
漢
詩
人
ま
で
を
貶
す
も
の
で
は
な
い
。
吉
川
氏
が
、
長
澤
氏
の
近
代
主
義

を
批
判
し
て
遵
守
し
よ
う
と
し
た
中
国
学
の
立
場
は
、
一
貫
し
て
「
学
際
的
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、「
経
」「
子
」「
史
」「
集
」
の
い
ず
れ
を
専
攻
す
る
場

合
で
も
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
教
養
を
必
須
と
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
未
来
を
照

ら
し
出
す
の
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
細
分
化
さ
せ
、
党
派
主
義
の
呪
縛
に
陥
る
欧

米
由
来
の
研
究
姿
勢
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
ル
に
固
執
す
る
党
派
性
を
超
え

て
、
日
本
語
を
構
成
す
る
和
語
・
漢
語
の
機
能
を
つ
ぶ
さ
に
味
わ
う
こ
と
を

教
え
る
、
吉
川
氏
の
依
拠
し
た
「
中
国
学
」
の
態
度
だ
と
思
っ
て
い
る
。


